は　じ　め　に
　本県ではこれまで、児童生徒が安全な生活を送る基礎を育むため、平成14年3月に策定しました「石川の学校安全管理指針」を基に、各学校における安全体制の整備をはじめ、学校や家庭・地域・関係機関等が連携を図りながら、安全に関する教育の充実に努めてまいりました。
しかしながら、不審者が児童生徒に危害を及ぼす事件、登下校中の交通事故、さらには、地震や津波、台風などの自然災害等、児童生徒を取り巻く環境には、多くの危険が潜んでおり、安全を確保することは喫緊の課題となっております。
国では、平成21年4月、50年ぶりに「学校保健法」を改正し、新たに「学校保健安全法」として施行しましたが、その中で、初めて学校安全の分野を明確に規定しました。さらに、文部科学省が、平成22年3月、学校安全参考資料として『「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育』を作成したことから、これまで以上に学校安全の充実を図ることが求められております。
このような状況を踏まえ、本県においても、これまでの「石川の学校安全管理指針」を、生活安全・交通安全・災害安全の3領域における児童生徒への安全指導や、教職員による安全管理の充実を図り、学校保健安全法や学習指導要領に即した内容とするため改訂作業を進めていましたが、本年3月、東日本大震災が発生し、津波により引きおこされた甚大な被害などから、改めて避難訓練等の重要性について見直しを行い、作成いたしました。
なお、今後、国の防災基本計画や県の地域防災計画の見直しも予定されていることから、今回改訂の災害安全に関する部分については、その動向等を見据え、具体的な資料や対応例等を追加し盛り込む予定としているため、暫定版といたしました。

各学校においては、この指針を十分に活用し、教職員が常に危機管理意識を持ち、児童生徒等の安全確保と安全管理の周知徹底を図るよう期待するものであります。
末尾となりましたが、本指針の作成に当たり、関係団体並びに石川県安全委員会の委員の皆様に多大なご協力をいただいたことに、心から感謝申し上げます。
　平成23年8月
　　　　　　　　　　　石川県教育委員会　教育長　竹中　博康
